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着任のご挨拶
中野法人会の
ますますのご発展を

中野税務署長　田 口 直 樹 前中野税務署長　中 村 竜 司
　この度の定期人事異動で、国税庁東京派遣主任監察
官から中野税務署長に着任いたしました田口でございま
す。
　公益社団法人中野法人会の役員並びに会員の皆様方
には、平素から法人会活動を通じ、税務行政に対して深
いご理解と多大なご支援を賜り、この紙面をお借りいたし
まして厚くお礼申し上げます。
　前任の中村同様、ご厚情を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。
　これまで、貴会におかれましては、あらゆる機会を捉え
ての経営塾や租税教室の開催、税に関する絵はがきコン
クールなど、地域社会に密着した幅広い活動を展開され、
納税知識の普及と納税意識の向上に積極的に取り組ん
でいただいていると伺っております。これもひとえに、横山
会長をはじめ、会員の皆様方の御尽力の賜物と深く敬意
を表す次第でございます。
　本年6月から令和6年分の所得税額の特別控除、いわ
ゆる『定額減税』が実施されておりますが、減税の恩恵
を受けられる反面、その仕組みの複雑さから、給与支払
事務担当者の皆さまのご負担が大きいとの声も多く聞かれ
ます。
　国税当局としましては、定額減税特設サイトを開設し、

「制度解説動画」や「令和6年分所得税の定額減税Ｑ
＆Ａ」を掲載しているほか、「給与支払者向け所得税定
額減税コールセンター」の開設及び今後の年末調整説
明会においても、実務を担う方が戸惑うことのないよう、
制度の周知・広報に取り組んでまいります。
　さて、国税当局においては、納税者利便の向上や税
務行政全体の効率化に加え、社会全体のＤＸ推進への
貢献も図る観点から、税務行政のＤＸの更なる推進に取
り組んでおります。
　会員の皆様方におかれましては、法人税のｅ－Ｔａｘをは
じめとする各税目のｅ－Ｔａｘ利用、年末調整手続の電子
化、キャッシュレス納付等の業務のデジタル化にご協力を
お願い申し上げます。
　結びにあたり、貴会の益々の御発展と、会員の皆様方
の御健勝並びに御事業の更なる御繁栄を祈念いたしまし
て、私の着任の挨拶とさせていただきます。

　残暑の候、公益社団法人中野法人会の皆様方には
益 ご々清栄のこととお喜び申し上げます。
私、この度の人事異動で東京国税局情報システム課分
析専門官へ転任となりました。
　この一年間横山会長をはじめとして会員の皆様方には
多大なるご支援、ご協力を賜りましたことをこの場を借りて
深くお礼申し上げます。
　税務署長として会の活動に関わらせていただくことで、
皆様方の税務への積極的な姿勢を目の当たりにしたこと
は、今後の税務行政を運営するうえで大変参考になりまし
た。
　貴会におかれましては、租税教室や税に関する絵はが
きコンクールと租税教育に積極的に貢献されたことについ
て感謝申し上げます。
税に関する絵はがきコンクールでは私も審査に携わらせて
いただき、区内の小学校から応募された多数の素晴らし
い絵はがきの中から１つを選ぶという良い経験と苦渋の決
断を迫られたことは、よい思い出となっております。
　本年5月20日に中野税務署が建替えに伴う仮庁舎の移
転のため中野駅の北口から同駅の南口に移転した際に
は、会報へ掲載いただくことで広報活動をお手伝いいた
だき、会員の皆様方への混乱の緩和にご協力いただきあ
りがとうございました。
　令和5年10月1日に始まりましたインボイス制度で会員の
大多数の法人が適格請求書発行事業者となり適格請求
書の発行による請求書等の書式の見直し及び改訂作業
等があったかと思いますが、ご理解及びご協力いただきあ
りがとうございます。
　インボイス制度がはじまり実務上の疑問点等が生じる場
合もあるかと思います。その際には国税庁ホームページの
バナーにございます「消費税　インボイス制度特設サイト」
をご覧いただきますと皆様方の疑問解決の一助となると思
いますのでお時間がある際に一度閲覧いただきますようお
願いします。
　最後になりましたが、公益社団法人中野法人会のます
ますのご発展並びに会員の皆様方のご健勝並びにご事
業の発展を祈念しましして、お別れのあいさつとさせてい
ただきます。
　一年間、誠にありがとうございました。

～～～～～ 7月16日　署の幹部の皆様と ～～～～～


